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自衛隊兵庫地方協力本部

表紙写真：師団訓練検閲（第３７普通科連隊・第３後方支援連隊・第３飛行隊）

各種行事・訓練

師団訓練検閲
師団集合教育「レンジャー」帰還式
師団仕事博２０２２
方面隊戦車射撃競技会
第１６回全自衛隊拳法富士山大会 職場の豆知識

第３師団隊員紹介コーナー

師団戦士
我が部隊の新戦力
一隅を照らす
社会の一員として

師団訓練検閲

「違和感を見逃さない」

～諸職種が協同連携し、任務を完遂～



１ ３ 師 団 だ よ り 第１５６号 令和４年（２０２２年） ７月

第３飛行隊

ヘリボン攻撃部隊の空輸

航空機（ＵＨ－１）の誘導

傷病者に対する救急処置（衛生隊）

故障装備品の整備（第１整備大隊）

建物内の掃討

重迫撃砲による射撃支援

緊急患者空輸 小銃小隊による迂回攻撃

第３後方支援連隊 第３７普通科連隊

第37普通科連隊・第３飛行隊訓練開始式（あいば野演習場）

第３後方支援連隊長
連隊長 上原１佐

第３７普通科連隊長
連隊長 東１佐

第３飛行隊長
隊長 小坂２佐

燃料の緊急輸送（輸送隊）

師
団
は
、
令
和
４
年
７
月
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
、
第

３
後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長

上
原
１
佐
）
及
び
第
３
飛
行
隊
（
隊
長

小
坂

２
佐
）
に
対
し
、
あ
い
ば
野
演
習
場
及
び
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
検
閲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
隊
の
訓
練
成
果
を
評
価
・
判
定
す
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
進
歩
向
上
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

検
閲
官
（
師
団
長
）
は
、
訓
練
検
閲
の
開
始
に
先
立
ち
、
各
部
隊
の
任
務
・

役
割
の
重
要
性
、
大
規
模
な
部
隊
が
行
動
す
る
特
性
等
に
つ
い
て
言
及
し
た
上

で
、
「
部
隊
・
隊
員
各
人
の
役
割
の
自
覚
」
及
び
「
安
全
管
理
（
航
空
安
全
を

含
む
。
）
、
健
康
管
理
」
を
要
望
し
、
「
各
部
隊
及
び
隊
員
諸
官
の
奮
闘
を
期

待
す
る
」
と
訓
示
し
た
。

各
部
隊
長
は
、
「
警
戒
部
隊
の
駆
逐
」
「
師
団
目
標
に
対
す
る
攻
撃
」
「
師

団
の
後
方
支
援
」
「
飛
行
支
援
」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
与
え
ら
れ
た
任
務

に
基
づ
き
、
果
た
す
べ
き
役
割
を
分
析
・
実
行
し
、
師
団
の
任
務
達
成
に
貢
献

し
た
。
ま
た
、
戦
況
の
進
展
に
基
づ
く
状
況
判
断
や
不
測
事
態
対
処
に
際
し
て

は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
隷
下
部
隊
に
指
揮
官
企
図
の
徹

底
を
図
り
、
主
導
的
に
任
務
を
完
遂
し
た
。

本
検
閲
に
参
加
し
た
第
３
後
方
支
援
連
隊
衛
生
隊
所
属
、
清
田
３
尉
は
「
幹

部
に
任
官
後
、
初
め
て
の
検
閲
で
あ
り
、
自
ら
の
役
割
を
考
え
行
動
し
た
。
ま

た
、
普
通
科
部
隊
・
隊
員
が
安
心
し
て
戦
闘
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
各
種
衛
生

機
材
の
準
備
を
心
掛
け
た
。
こ
の
訓
練
検
閲
に
お
い
て
得
た
教
訓
等
を
今
後
の

訓
練
に
活
か
し
た
い
」
と
述
べ
た
。



２ ３ 師 団 だ よ り 第１５６号 令和４年（２０２２年） ７月

航空機（ＵＨ－１）によるホイスト展示（航空科）

【
来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
）
】

「
職
種
の
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
体
験
も
で
き

て
良
か
っ
た
。
各
職
種
を
見
て
、
色
々
な
活
躍

の
場
が
あ
る
こ
と
が
解
か
り
ま
し
た
」

（
奈
良
県
在
住
・
10
代
女
性
）

「
自
衛
隊
の
イ
メ
ー
ジ
が
『
強
い
、
厳
し
い
』

か
ら
『
強
い
、
優
し
い
』
に
変
わ
り
ま
し
た
」

（
兵
庫
県
在
住
・
20
代
男
性
）

担任官からレンジャーき章を授与

盛大な出迎えを受けるレンジャー学生

師
団
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
長
（
前
野

１
佐
）
を
訓
練
担
任
官
と
し
て
令
和
４
年

度
師
団
集
合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
実

施
し
た
。
７
月
４
日
（
月
）
、
教
育
の
総

仕
上
げ
と
な
る
最
終
想
定
を
終
え
た
レ
ン

ジ
ャ
ー
学
生
達
は
、

福
知
山
駐
屯
地
（
京
都

府
）
に
帰
還
。
第
７
普
通
科
連
隊
及
び
第

３
特
科
隊
の
隊
員
や
家
族
等
に
温
か
く
出

迎
え
ら
れ
る
中
、
学
生
代
表
が
担
任
官
に

対
し
て
帰
還
報
告
を
実
施
し
た
。

そ
の
後
、
担
任
官
か
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
き

章
（
イ
ラ
ス
ト
参
照
）
が
学
生
一
人
ひ
と

り
に
直
接
授
与
さ
れ
た
。

過
酷
な
訓
練
を
乗
り
越
え
、
念
願
の
レ

ン
ジ
ャ
ー
き
章
を
手
に
し
た
瞬
間
、
学
生

の
目
か
ら
大
粒
の
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

本
教
育
を
修
了
し
た
第
７
普
通
科
連
隊

所
属
の
岡
田
３
曹
は
「
教
育
を
修
了
し
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
知

識
・
技
術
を
普
及
す
る
と
と
も
に
後
輩
の

育
成
に
努
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

レンジャー教育隊

師
団
は
、
令
和
４
年
７
月
２
日
（
土
）
及
び

３
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
千
僧
駐
屯

地
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
「
第
３
師
団
仕
事
博
２

０
２
２
～
今
年
も
見
せ
ま
す
！
陸
自
の
全
て
！
～
」

を
実
施
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
近
畿
２
府
４
県
に
所
在

す
る
入
隊
を
考
え
て
い
る
方
や
自
衛
隊
に
興
味

の
あ
る
高
校
生
か
ら
33
歳
未
満
の
方
を
対
象
と

し
て
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
各
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
と
連
携
し
て

開
催
し
た
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
。

今
回
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
全
16
コ
職
種
に
加
え

て
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
が
一
堂
に
会

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
行
っ
た
。

各
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
を
通
じ
て
申
し
込

み
の
あ
っ
た
募
集
対
象
者
及
び
そ
の
保
護
者
な

ど
約
２
３
０
名
の
参
加
者
に
対
し
、
隊
員
が
各

職
種
の
装
備
品
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

す
る
と
と
も
に
、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
年
代

の
近
い
隊
員
と
の
懇
談
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
好
評
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
所

望
の
成
果
を
得
て
２
日
間
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト

を
終
了
し
た
。

ナットの締め付け打検体験（武器科）

モールス信号の説明・体験（通信科）

検知器の操作体験（化学科）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１５６号 令和４年（２０２２年） ７月

第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊
長

足
立
２
佐
）
は
、
令
和
４
年
７

月
12
日
（
火
）
、
あ
い
ば
野

演
習
場
（
滋
賀
県
）
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
令
和
４
年
度

方
面
隊
戦
車
射
撃
競
技
会
に

参
加
し
た
。

本
競
技
会
は
、
中
部
方
面

隊
内
の
各
師
・
旅
団
の
戦
車

部
隊
に
お
け
る
射
撃
指
揮
能

力
及
び
射
撃
練
度
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
部
隊
の
団

結
強
化
及
び
士
気
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
。競

技
に
は
、
第
３
戦
車
大

隊
第
１
中
隊
及
び
第
２
中
隊

が
出
場
し
、
小
隊
対
抗
の
部

に
お
い
て
、
日
頃
の
練
成
成

果
を
発
揮
し
た
第
１
中
隊
の

小
隊
が
中
部
方
面
隊
ナ
ン
バ

ー
１
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

本
競
技
会
に
参
加
し
た
第

３
戦
車
大
隊
第
１
中
隊
所
属

の
越
智
３
尉
は
「
こ
れ
ま
で

小
隊
が
積
み
上
げ
て
き
た
練

成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
現
在
の

練
度
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、

第
３
戦
車
大
隊
が
廃
止
さ
れ

る
そ
の
時
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

有
事
に
即
応
で
き
る
よ
う
訓

練
に
励
み
ま
す
」
と
述
べ
た
。

７４式戦車による射撃

「小隊対抗の部 優勝 第１中隊」

激励を受け、射場へと向かう第１中隊

第
７
普
通
科
連
隊
、
第

37
普
通
科
連
隊
及
び
第
３

施
設
大
隊
は
、
令
和
４
年

６
月
25
日
（
土
）
及
び
26

日
（
日
）
、
静
岡
県
御
殿

場
市
で
開
催
さ
れ
た
第
16

回
全
自
衛
隊
拳
法
富
士
山

大
会
に
参
加
し
た
。

団
体
の
部
に
お
い
て
、

第
37
普
通
科
連
隊
が
ベ
ス

ト
８
の
成
果
を
収
め
た
。

ま
た
、
個
人
（
女
性
自
衛

官
の
部
）
に
お
い
て
第
３

施
設
大
隊
に
所
属
す
る
植

野

未
来
（
う
え
の

み
く
る
）
１
士
が
出
場
し
、

見
事
第
３
位
の
成
果
を
収

め
た
。

個人（女性自衛官）の部 第３位
植野１士

団体の部 ベスト８
（第３７普通科連隊）

植野１士

上段突きの瞬間！

前進を開始する第２中隊

「小隊対抗の部 優勝 第１中隊」

植
野
１
士
は
「
試
合
前
は
会
場
の
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
緊
張
し
た
が
、

一
つ
ず
つ
勝
利
す
る
こ
と
で
自
信
が
生
ま
れ
、
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
第
３
施
設
大
隊
初
の
女
性
格
闘
指
導
官
を

目
指
し
て
日
々
練
成
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。



第３戦車大隊第２中隊

３等陸曹 小池 寛太

第３通信大隊本部管理中隊

１等陸士 飯田 彩花

第
３
戦
車
大
隊
第
２
中
隊
に
所
属
す
る
小
池

寛
太
（
こ
い
け

か
ん
た
）
３
曹
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。
小
池
３
曹
は
、
平
成
30
年
３
月

に
第
３
戦
車
大
隊
に
配
置
さ
れ
、
令
和
３
年
７

月
に
３
等
陸
曹
へ
昇
任
。
戦
車
陸
曹
と
な
り
、

現
在
、
戦
車
の
操
縦
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

兵
庫
県
神
戸
市
出
身
、
第
１
３
８
期
、
令

和
３
年
１
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

一
つ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
、
安
堵
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

Ｑ

入
校
間
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

防
御
戦
闘
訓
練
で
す
。
分
隊
長
と
し
て
初

め
て
隊
員
を
指
揮
し
ま
し
た
。

Ｑ

入
校
間
、
特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

企
図
の
徹
底
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、

隊
員
達
と
同
じ
認
識
の
下
で
行
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
重
要
さ
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

責
任
感
が
生
ま
れ
、
後
輩
の
模
範
と
な
る

よ
う
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

陸
曹
及
び
機
甲
科
隊
員
と
し
て
更
に
知
識
、

技
能
の
修
得
に
励
む
こ
と
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

陸
曹
に
な
る
と
い
う
意
志
と
高
い
目
標
を

掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
は
開
け
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
日
々
精
進
し
て
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

４ ３ 師 団 だ よ り 第１５６号 令和４年（２０２２年） ７月

第３７普通科連隊重迫撃砲中隊

３等陸曹 吉村 秀典

第
37
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
に
所
属
す
る

吉
村

秀
典(

よ
し
む
ら

ひ
で
の
り)

３
曹
を
紹

介
し
ま
す
。
吉
村
３
曹
は
、
平
成
28
年
入
隊
以
来
、

通
信
班(

有
線
通
信
陸
曹)

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
７
月
に
３
等
陸
曹
へ
昇
任
、
現
在

中
隊
で
は
、
通
信
陸
曹
の
み
な
ら
ず
、
後
輩
隊
員

の
育
成
等
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
中
隊
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
同
年
８
月
ま
で
の

間
、
第
２
陸
曹
教
育
隊(

仙
台)

で
実
施
さ
れ

た
「
部
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
第
１
期
生
と
し
て
、

部
隊
通
信
知
識
・
技
術
を
修
得
し
ま
し
た
。

現
在
、
本
教
育
を
修
了
し
た
連
隊
唯
一
の
人
材

と
し
て
、
部
隊
通
信
に
関
す
る
最
新
の
通
信
知
識

を
普
及
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
服
務
面
や
私
生
活
で
は
、
先
輩
・
同
期
・

後
輩
隊
員
と
分
け
隔
て
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
お
り
、
思
い
悩
ん
で
い
る
隊
員
や
後

輩
隊
員
の
進
路
に
つ
い
て
相
談
に
の
る
等
、
よ

り
よ
い
職
場
環
境
の
構
築
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

直
近
の
訓
練
検
閲
で
は
、
通
信
陸
曹
と
し
て
有

線
構
成
組
長
を
経
験
し
、
多
く
の
課
題
を
発
見
し

ま
し
た
。
特
に
、
各
個
技
術
の
向
上
が
必
要
だ
と

気
付
き
、
各
隊
員
の
特
性
に
応
じ
た
更
な
る
助
言

が
必
要
だ
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
持
ち
前
の
協
調
性
を
活
か
し
て
、

後
輩
隊
員
の
目
標
と
な
る
隊
員
に
な
れ
る
よ
う
活

躍
し
続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

通
信
大
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所
属
す
る
飯
田

彩
花
（
い
い
だ

さ
い
か
）
１
士
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

福
井
県
、
令
和
３
年
度
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

平
成
30
年
に
福
井
で
発
生
し
た
豪
雪
災
害

に
お
い
て
活
躍
す
る
自
衛
隊
を
見
て
憧
れ
、

入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

集
団
生
活
を
通
じ
て
、
大
切
な
同
期
が
で

き
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

師
団
で
唯
一
の
器
材
で
あ
る
師
団
等
指
揮

シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
ｉ
Ｃ
Ｓ
）
を
操
作
す
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
で
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

サ
ー
バ
ー
関
連
の
知
識
が
必
要
で
、
日
々

勉
強
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

営
内
班
長
の
國
廣
３
曹
で
す
。
課
業
内
外

を
問
わ
ず
、
と
て
も
親
切
に
接
し
て
く
れ
ま

す
。
特
に
、
責
任
感
が
強
く
、
向
上
心
が
あ

る
と
こ
ろ
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

営
内
班
は
と
て
も
仲
が
良
い
の
で
、
毎
日

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
営
内
生
活
を
通
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
た
め
に
、
更
に
専

門
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

元第７普通科連隊第２中隊

山塚 友樹 さん

第
７
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
に
所
属
し
て
い
た

山
塚

友
樹
（
や
ま
つ
か

ゆ
う
き
）
元
士
長
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
現
役
時
代
は
ら
っ
ぱ
手

と
し
て
活
躍
し
、
宴
会
に
お
い
て
も
私
物
の
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
で
中
隊
歌
を
演
奏
す
る
隊
員
で
し
た
。

現
在
は
東
洋
テ
ッ
ク
株
式
会
社
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

在
隊
期
間
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

平
成
26
年
３
月
か
ら
２
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

Ｑ

自
衛
隊
所
属
間
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

訓
練
検
閲
で
す
。
個
々
の
能
力
だ
け
で
な
く
、

小
隊
、
中
隊
規
模
で
任
務
を
達
成
し
て
い
く

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

自
衛
隊
経
験
で
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

自
衛
隊
で
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。
今
の

職
場
で
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
在
の
職
場
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
業
務
の
幅
が
広
い

で
す
が
、
主
に
建
物
総
合
管
理
の
営
業
活
動
及

び
点
検
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
職
業
の
や
り
が
い
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

困
っ
て
い
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ

の
問
題
を
皆
で
解
決
し
た
と
き
に
非
常
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

現
役
隊
員
に
向
け
一
言

Ａ

私
が
任
期
満
了
し
て
か
ら
６
年
が
経
ち
ま
す

が
、
そ
の
頃
よ
り
世
界
情
勢
や
災
害
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
こ
と
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
身
体
に
気
を
付
け
て
訓
練
等
頑
張
っ
て

下
さ
い
。
私
も
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
と
し
て
皆
さ
ん
に
負

け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

３



こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
自
衛
隊

地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

皆さん、こんにちは‼兵庫地本のマスコットキャラクターのひょうちんだよ‼
今回は、兵庫地本のホームページや、各種ＳＮＳを紹介するよ‼
「面白そうだな」と思ったら、フォロー・登録もよろしくね‼

▼三宮BrassSquad

中部方面音楽隊による市中
演奏会‼
「残響讃歌」や「ルパン３
世」といった人気の曲の数々
に大勢の街ゆく人たちも足を
止めて聴いていたよ‼

▲県立淡路島公園 出動‼

晴れた日曜の県立淡路島
公園で行われたイベント‼
たくさん小さなお友達も
来てくれて、楽しいイベン
トになったよ‼

▲相生艦艇広報

最
近
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
す
る
よ
。

音
楽
隊
の
演
奏
会
を
は
じ

め
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
ひ

ょ
う
ち
ん
も
参
加
し
て
い
る

よ
★た

く
さ
ん
の
人
に
会
え
る

の
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

る
ん
だ
～
♪

結
構
人
気
者
な
ん
だ
ょ
～
テ

ヘ
ッ💛そ

ん
な
ひ
ょ
う
ち
ん
が
参

加
し
た
り
し
な
か
っ
た
り

（
？
）
の
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

を
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投

稿
し
て
い
る
よ
！
ひ
と
り
で

も
多
く
の
人
が
自
衛
隊
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
入
隊

し
た
い
！
と
思
っ
て
く
れ
る

若
者
が
増
え
る
よ
う
に
、
頑

張
る
よ
～
オ
ー✊

イベント情報や
お問い合わせ先
資料請求など
自衛隊をもっと
知りたい方、
必見ですよ‼

パトリニアガーデン
女性自衛官の紹介

ひょうちんすごろく
ダウンロードＯＫ‼

２０２１年
１１月６日
の演奏🎶

職員と
ひょうちん
踊ったよ🎶

カッコいい
サックスセ
ッション‼

ハシルンジャー
毎週木曜更新‼

自衛官お手製の
あみぐるみ

戦車やF35など
乗り物シリーズ‼

ひょうちんカレンダー
月末アップしてるよ‼

季節のディスプレイ
お楽しみに★

３５の質問で
いろんな職員を紹介🍀

ネイルアートにも
ひょうちん登場?!

Instagram

YouTubeHomePage

Twitter

相生の野瀬港に掃海艇
「なおしま」が来てくれたよ‼
なかなか見れない自衛隊の船
にみんな興味津々‼
次に行くのは、あなたの街の
港に行くかも？！

５ ３ 師 団 だ よ り 第１５６号 令和４年（２０２２年） ７月

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して

いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

マメ

早
い
梅
雨
明
け
で
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、
冷
た
い
飲
み

物
が
手
放
せ
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
筆

者
も
頻
繁
に
自
販
機
コ
ー
ナ
ー
に
通
い
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
等
で

喉
を
潤
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ふ
と
飲
み
口
を
確
認
し
た
際
、

形
状
が
左
右
非
対
称
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
疑
問

を
感
じ
た
た
め
、
次
の
缶
ジ
ュ
ー
ス
購
入
時
に
開
栓
の
景
況

を
観
察
し
て
み
る
と
、
構
造
上
、
フ
タ
の
右
上
部
分
か
ら
切

り
込
み
に
沿
っ
て
時
計
回
り
に
開
く
こ
と
が
分
か
り
、
開
け

易
く
す
る
た
め
の
工
夫
な
の
だ
と
、
い
た
く
感
心
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
自
身
が
日
常
で
気
付
い
た
小
さ
な
違
和
感
や
、

そ
の
正
体
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
ま
す
。

●
「
小
さ
く
な
っ
た
世
界
」

国
民
的
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
わ
れ
る
某
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で

い
た
時
の
こ
と
で
す
。
主
人
公
が
幼
年
期
に
冒
険
し
た
村
を

青
年
に
な
っ
て
再
訪
す
る
と
妙
な
違
和
感
が…

。
試
し
に
マ

ッ
プ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
村
全
体
が
や
や
縮
小
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
「
子
供
の
頃
の
思
い
出
の
場
所

は
、
当
時
よ
り
も
小
さ
く
感
じ
る
」
と
い
う
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

な
体
験
に
繋
が
る
よ
う
製
作
者
が
作
為
し
た
と
の
こ
と
で
、

そ
の
細
や
か
な
演
出
の
意
図
に
脱
帽
で
し
た
。

●
「
蛍
の
光
」

こ
の
歌
を
口
ず
さ
む
と
リ
ズ
ム
は
４
拍
子
に
な
る
は
ず
で

す
が
、
店
舗
の
閉
店
時
等
に
流
れ
て
い
る
曲
は
３
拍
子
に
聞

こ
え
る
よ
う
な…

。
調
べ
て
み
る
と
、
後
者
は
１
９
４
０
年

代
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
劇
中
で
使
用
さ
れ
た
「
別
れ
の
ワ
ル

ツ
」
と
い
う
楽
曲
ら
し
く
、
蛍
の
光
と
は
原
曲
が
同
一
で
兄

弟
関
係
に
あ
る
よ
う
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
が
閉
店
す
る
シ
ー

ン
で
こ
の
楽
曲
が
使
用
さ
れ
た
た
め
、
閉
店
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て

浸
透
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

～

謝

辞

～

令
和
元
年
８
月
号
か
ら
36
回
に
わ

た
り
「
職
場
の
マ
メ
知
識
」
を
担
当

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
静

か
に
筆
を
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
声
援
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新
た
な
担
当
を
迎
え
て
本
コ
ラ
ム

は
継
続
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

「
職
場
の
マ
メ
知
識
」
、
そ
し
て

「
３
師
団
だ
よ
り
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま
た

お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
。

第３師団司令部総務課広報班
１等陸尉 尾西 儀昭

些
細
な
『
違
和
感
の
原
因
』
を
調
べ
て
み
る
と
、
新
し
い

発
見
に
出
会
え
た
り
と
大
変
面
白
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ

れ
ら
を
見
逃
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
平
素
の
訓
練
や
勤
務

等
に
お
い
て
も
大
変
重
要
で
す
ね
。

「
違

和

感

を

見

逃

さ

な

い
」


